
 

1 
 

大学入試のあり方に関する検討会議 提言（抜粋） 

注）下線は大学入試センターで記載 

 

 

 

PP14-15 

 第２章 記述式問題の出題のあり方 

 ４．記述式問題の出題推進の考え方 

（２）大学入学共通テストにおける取扱い 

 （略）マーク式問題の中で、知識の理解の質を問う問題や思考力・判断力・

表現力等を発揮して解くことが求められる問題を重視した出題を一層工夫

していくことが適切であり、第１回大学入学共通テストに対する評価も踏ま

え、不断の改善に努めていくことが期待される。 

 

 

PP37-38 

 第５章 ウィズコロナ・ポストコロナ時代の大学入学者選抜 

 １．令和６年度実施の大学入学者選抜に向けて 

（１）第１回大学入学共通テストの実施状況 

 

＜第１回大学入学共通テストに対する委員の主な意見＞ 

（略） 

 国語については、複数の題材による出題、言語活動の過程を設定に取り入れ

た出題など、問題作成の方針に示された趣旨を生かそうとする意図が見える。

また、読み取った内容を活用して、新たな考えを生み出す力を測ろうとする

出題を目指していることも見て取れる。ただし、いわゆる「実用的な文章」

の扱いも含めて、質の高い問題作成を続けていくことの難しさを同時に感じ

る。大問の数や試験時間を変えないまま新しい内容を加えると、従来問うて

いた内容が十分に問えるのかという疑問が残る。大問の数や試験時間の変更

も選択肢の一つとして、検討されるべきではないか。 

（略） 
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（大学入試センター提出資料） 


